
提出課：
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　今回補正額 千円

（財源内訳） 国・県支出金 127,035 千円

地方債 54,400 千円

その他 54,603 千円

一般財源 125,550 千円

　補正後の額 千円
（参考）

11,391,665 千円

（前年度比 212,422 千円の増）

補正計上された主な事業等

　●大山町アウトドアライフ官民連携事業　30,000千円　(要求課　総合戦略課)

　●電気料金高騰対策給付金　55,000千円（要求課　企画課）

　●保健福祉センターなわ改築事業　42,350千円（要求課　福祉介護課）

　●物価高騰対策低所得世帯支援事業　49,858千円（要求課　福祉介護課）

　●畜産経営緊急救済事業補助金　31,609千円　(要求課　農林水産課)

　●宅地造成事業補助金　10,000千円　(要求課　建設課)

令和５年第５回定例会

令和５年度大山町一般会計補正予算（第２号）

　財務課

議案番号

361,588

令和５年度大山町一般会計補正予算（第２号）の概要について

議案説明資料

11,604,087

昨年度６月末現在予算額

　福祉部門の機構改革に伴い新たに設置する「総合福祉課」の事務スペースと来館者の相談ス
ペースを確保するため、保健福祉センターなわ館内を一部改築する。

　昨年度から続く飼料高騰に対して、畜産農家の経営を緊急的に支援する。乳代の上昇により経
営が安定すると見込まれる９月分までを支援。

　電力・ガス・食料品等の物価高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい低所得世
帯（住民税非課税世帯等） に対して、１世帯当たり３万円の現金を給付する。

　高圧又は特別高圧の電力契約により電力供給を受けている製造業の事業者に対して、電気料
金の一部を支援する。

　大山町への移住・定住を促進することを目的に、民間事業者が実施する宅地造成に対して支
援を行い造成を促す。

　大山寺エリアを大山の資源を活かしたアクティビティが楽しめる持続可能な観光地にすることを
目的に、拠点施設の整備を進める。


